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過
去
６
年
間
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
で
世
界
の
原

子
力
発
電
を
見
て
き
た
。

　

世
界
の
原
子
力
発
電
は
、
過
去
20
年
間
に

大
き
く
変
わ
っ
た
。

　

第
１
に
、
発
電
炉
数
は
さ
し
て
増
加
し
な

い
の
に
、
原
子
力
発
電
量
は
１
９
９
０
―
２

０
０
５
年
で
40
％
増
加
し
た
。
事
業
者
間
で

よ
い
慣
行
や
教
訓
が
共
有
さ
れ
合
理
的
規
制

と
相
ま
っ
た
大
幅
な
稼
働
性
能
改
善
、
米
国

で
優
秀
な
事
業
者
へ
の
少
数
基
運
転
電
力
の

統
合
な
ど
が
背
景
だ
。
安
全
指
標
は
稼
働
性

能
と
と
も
に
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
以
降
改

善
さ
れ
、米
国
で
は「
安
全
は
ビ
ジ
ネ
ス（
成

功
の
鍵
）」
と
ま
で
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
第
２
に
、
化
石
燃
料
価
格
変
動
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
安
定
供
給
へ
の
懸
念
な
ど
か
ら
数
年

前
よ
り
世
界
的
に
原
子
力
発
電
へ
の
期
待
が

高
ま
り
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
は
70
に
近
い
新
規
導

入
を
考
え
る
国
か
ら
支
援
要
請
が
相
次
い
だ
。

　

そ
の
中
で
、
日
本
は
地
震
な
ど
の
要
因
は

あ
る
に
せ
よ
、
長
期
に
わ
た
り
世
界
の
標
準

レ
ベ
ル
よ
り
低
い
稼
働
率
に
甘
ん
じ
、
世
界

に
今
後
80
基
を
輸
出
し
雇
用
確
保
と
経
済
活

性
化
を
図
り
た
い
韓
国
は
そ
の
93
％
と
い
う

世
界
に
冠
た
る
稼
働
率
を
韓
日
仏
の
比
較
で

論
じ
る
材
料
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
開
発
途

上
国
を
訪
れ
る
と
な
ぜ
日
本
の
メ
ー
カ
ー
は

世
界
市
場
に
姿
を
出
さ
な
い
の
か
と
聞
か
れ

る
状
況
に
あ
る
。

　

一
方
、
国
内
は
成
長
戦
略
と
温
室
効
果
ガ

ス
25
％
削
減
を
論
じ
て
い
る
。
大
幅
な
稼
働

性
能
向
上
と
新
規
建
設
が
達
成
さ
れ
れ
ば
原

子
力
は
10
％
削
減
に
貢
献
と
推
定
さ
れ
る
が
、

こ
れ
な
し
で
25
％
削
減
は
不
可
能
だ
ろ
う
。

削
減
を
達
成
で
き
ず
排
出
権
購
入
と
な
れ
ば
、

電
力
の
購
入
規
模
が
毎
年
１
０
０
０
億
円
か

ら
５
０
０
０
億
円
へ
と
増
加
す
る
国
民
的
負

担
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

以
上
の
状
況
の
中
で
、
国
は
昨
年
６
月
の

総
合
エ
ネ
調
「
原
子
力
発
電
推
進
強
化
策
」

に
提
示
さ
れ
た
方
策
実
施
を
フ
ォ
ロ
ー
し
、

電
力
は
世
界
標
準
レ
ベ
ル
の
稼
働
性
能
か
ら

の
乖
離
要
因
を
数
値
的
に
明
示
し
関
係
者
で

取
り
組
み
協
議
の
必
要
が
あ
る
。
そ
の
中
に

は
、
長
期
運
転
サ
イ
ク
ル
を
オ
ン
ラ
イ
ン
保

守
の
増
加
で
雇
用
平
準
化
し
つ
つ
達
成
、
停

止
後
の
再
起
動
基
準
を
規
制
当
局
・
自
治
体

を
含
め
合
意
形
成
、
ま
た
、
各
国
が
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
出
力
増
加
な
ど
が
あ
ろ

う
。
安
全
確
保
と
地
元
雇
用
を
考
慮
し
つ
つ

原
子
力
発
電
の
活
性
化
が
必
須
で
あ
る
。
成

長
と
温
室
効
果
ガ
ス
放
出
削
減
を
図
る
上
で

重
要
な
技
術
と
設
備
が
活
用
さ
れ
な
い
の
は

大
き
な
国
家
的
損
失
と
考
え
る
。

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
か
ら
見
た

最
近
の
原
子
力
発
電
と
日
本

原子力委員
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